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16．99mTc－PMTによるHepatoma転移巣の検索（その2）

　　一骨スキャン，ガリウムスキャンとの比較

　　検討一
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　hePatoma転移巣の検索に99mTc・PMT，99mTc－MDP

骨，67Gaによる全身シンチグラフィーを施行し，6症

例30病巣について比較検討した．

　99mTc・PMTシンチグラフィーは骨，67Gaシンチグラ

フィーと比べ，検出率に優れており，hepatoma転移巣

検索に有用であると思われた．

　検出率の差は，67Gaはbackgroundによる影響，骨

シンチはturnoverの低いbone　metastasis等が関与し

ていると思われた．

　PMTに関しては，　backgroundとの重なりにより検

出されないことがある．

18．99mTc－HM・PAOによる原発性肺癌の検出について

　　一病理との対比一
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　年齢38～82歳（平均66歳）の原発性肺癌17例に対し

99mTc－HM－PAO（HM－PAO）を施行した．　HM－PAOの

集積パターンはhomogeneous，　heterogeneousおよび

defectであり，癌の組織型とは相関を認めなかった．手

術にて摘出可能であった5例の肺癌とHM－PAOの集積

パターンとの対比では，HM－PAOでdefect，67Gaでは陽

性を示した2例では，腫瘍組織はほとんどnecrosisによ

りおき変わっていた．またHM－PAOでhomogeneous，

67Gaでも陽性を示した3例では，腫瘍組織はviableな

腫瘍でnecrOsisを認めなかった．このように99mTc－

HM－PAOは腫瘍が血流に富んでいるか否かを知ること

ができ，放射線治療，化学療法，温熱療法など治療法の

選択の際，参考となり得る．

17．99mTc－DMSA腎シンチグラフィーによる術前腎機

　　能評価一腎部分切除術を施行した腎機能低下患者

　　の2例一
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　反対側腎に腎機能障害を有する腎細胞癌症例で，拡大

腎摘出術を施行すると腎不全をひき起こすと考えられた

2例を経験した．この2例に対し術前に99mTc－DMSA

腎シンチグラフィーを施行し，部分切除後残存すると考

えられる腎部に関心領域を置いてその腎摂取率から術後

残存腎機能を予測した後，腎部分切除術を施行した．そ

の結果，術後1か月の時点では腎摂取率予測値が実測値

を上回ったが，術後3か月以上においては実測値の10％

以内の誤差で予測でき，腎不全を回避しえた．

　99mTc－DMSA腎シンチグラフィーは術前腎機能評価

に有用であると思われた．

19．Tl・201　SPECTによる胸部X線異常陰影の質的

　　診断
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　肺癌が疑われた54例にTl－201　chlorideを8～10　mCi

静注し15分後（Early　scan）と3時間後（Delayed　scan）

にSPECTを施行した．原発性肺癌40例を含む肺悪性腫

瘍44例のうち43例に異常集積を認めた，良性病巣10例

中7例には異常集積は認められず，集積を認めた3例で

はDelayed　scanの病巣／対側健常肺摂取比や病巣の集

積停滞Indexで悪性腫瘍との鑑別の可能性が示唆され

た．また，これらの指標は原発性肺癌の組織型において

異なった傾向を示した．
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